
至

実 豊

至

道道明生北浜線

補 修 一 般 図

S=1:150

平 面 図

S=1:150

側 面 図

A1 A2

※注記

・施工にあたっては再計測を実施し、既設構造寸法を確認すること。
・本図面は、現地踏査より復元した図面であり、一部推定値も含んでいる。

作成年月

縮 尺 図面番号

工 事 名

会 社 名

図 面 名 補 修 一 般 図

図 示

事業者名

株式会社 ムラコシ

網 走 市 役 所

路 線 名

年 度

橋梁名：ポント沢橋

令 和 6 年 12 月

ポント沢橋補修設計委託

実 豊 音 根 内 線

令 和 6 年 度
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実豊音根内線

DL=25.00 DL=25.00

A1 A2

実 豊 道道明生北浜線

FM

8,500 橋 長 43,000 8,000

100 桁 長 42,800 100

支 間 41,800

L=40,000 i=-5.056% L=40,000 i=＋5.753%VCL=80.000m VCI=10.809%

全
幅

員
8
,
7
0
0

6
0
0

有
効

幅
員

7
,
5
0
0

6
0
0

70
°
00
′
00
.0
″

アスファルト舗装 t=70mm
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0
0

1
,
7
0
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0
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7
5
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0

7
0

2
5
0

7
0

2
5
0

2.00%2.00%

600 3,750 3,750 600

7,500

8,700

S=1:50

断 面 図

オ
ム
ニ
ナ
イ
川

桁 長 42,800

橋 長 43,000

支 間 41,800

100 100

8,0008,500

舗装打換え 舗装打換え

橋面防水
(舗装打換え、切削含む)

主桁
ひび割れ注入

橋台
ひびわれ注入

橋台
ひびわれ注入

主桁
ひび割れ注入

伸縮装置取替 伸縮装置取替

橋面防水
(舗装打換え、切削含む)

主桁
ひび割れ注入

部 位 損 傷

補修項目一覧

部 材 対 策 工 法 備 考

主 桁

横 桁

ひびわれ・剥離・遊離石灰

床 版

上 部 工

本 体

モルタル
支 承

その他

伸縮装置

舗 装

地 覆

排水装置

欠損・漏水

変形

損傷なし

ひびわれ・遊離石灰

損傷なし

損傷なし

欠損・鉄筋露出

舗装の異常

下 部 工
ひびわれ注入

ひびわれ注入

経過観察

経過観察

伸縮装置取替

防 護 柵

舗装打換え・橋面防水

ひびわれ

欠損・変形(ボルト破断)、排水下侵食

A 1

A 2

経過観察

ボルト取替・法面補修

ひびわれ注入

ひびわれ注入

経過観察

経過観察

ひびわれ・遊離石灰

定着部の異常(腐食)落橋防止装置 経過観察

排水装置
ボルト取替

排水装置
ボルト取替

排水装置
ボルト取替

排水装置
ボルト取替

法面補修

法面補修



A1 A2

A1

A1

A2

A2

作成年月

縮 尺 図面番号

工 事 名

会 社 名

図 面 名

図 示

事業者名

株式会社 ムラコシ

網 走 市 役 所

路 線 名

年 度

橋梁名：ポント沢橋

令 和 6 年 12 月

ポント沢橋補修設計委託

実 豊 音 根 内 線

令 和 6 年 度
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上 部 工 補 修 図 (1)(主桁外面)

側 面 図(L側)
下 流 側 S=1:80

平 面 図
床 版 下 面 S=1:80

側 面 図(R側)
上 流 側 S=1:80

上 部 工 補 修 図 (1)

(主桁外面)

ひびわれ注入工 延長 数量表

番 号
ひびわれ幅(mm)・延長(m)

W=0.20 W=0.25 W=0.30
備 考

エポキシ樹脂
(自動式低圧注入)

1

2

0.623

4

5

計 2.80 0.62

※注入器は25cmに1本の割合を標準値とする。

0.38

0.35

1.05

6 0.61

0.31

1.30

7 0.24

8 0.27

9 0.39

ひびわれ

シール材

注入パイプ

開 始

ひびわれ部の清掃

注入用パイプセット

ひびわれ調査

ひびわれ面シール

注 入

パイプ間隔確認

パイプ撤去

注入量の確認・養生

シール材撤去

終 了

シール材の養生

施 工 手 順

適用範囲：ひびわれ幅(W) W=0.2mm以上

ひびわれ

シール材

取付けパイプ

低圧注入器

エポキシ樹脂系注入材

低圧注入工法 標準詳細図

注 意 事 項

施工前に現地状況の確認・計測を実施し、詳細寸法などを決定すること。１.

囲の防寒養生を行うか、または使用材料の検討を行うこと。

２.施工時の外気温が５℃を下回る場合には、監督員と協議のうえ補修対象範

３.エポキシ樹脂は、接着性低下のため湿潤面での使用は避けること。

議のうえ適宜補修対象とすること。

また、図中に記載する以外のひびわれが確認された場合には、監督員と協

４.注入口は25cm間隔程度とし、ひびわれ注入材が拡散が重複するようにする。

また、ひびわれの状況に応じて間隔を狭めることを検討すること。

ひびわれ表面が折出物に塞がれている場合には、ひびわれに対して直角に

切れ目(クロスカット)を入れて充填しやすくする対策を行うこと。

５.注入はひびわれの下から上の順に注入することを基本とする。

６.

1 ひびわれ補修工

W=0.30 L=310
注入剤(エポキシ樹脂)

2 ひびわれ補修工

W=0.25 L=380
注入剤(エポキシ樹脂)

3 ひびわれ補修工

W=0.20 L=620
注入剤(エポキシ樹脂)

4 ひびわれ補修工

W=0.20 L=1,300
注入剤(エポキシ樹脂)

5 ひびわれ補修工

W=0.30 L=350
注入剤(エポキシ樹脂)

6 ひびわれ補修工

W=0.20 L=610
注入剤(エポキシ樹脂)

7 ひびわれ補修工

W=0.25 L=240
注入剤(エポキシ樹脂)

8 ひびわれ補修工

W=0.20 L=270
注入剤(エポキシ樹脂)

9 ひびわれ補修工

W=0.30 L=390
注入剤(エポキシ樹脂)

凡 例

遊離石灰

剥離・浮き

その他

注）漏水は伸縮装置からの漏水を含む

ひびわれ 幅0.20mm以上

〃 幅0.10mm以上0.20mm未満

〃 幅0.10mm未満

600 6005003,750
作業帯

3,250
一般車両通行車線

4 ひびわれ補修時

片側交互通行
S=1:80



作成年月

縮 尺 図面番号

工 事 名

会 社 名

図 面 名

図 示

事業者名

株式会社 ムラコシ

網 走 市 役 所

路 線 名

年 度

令 和 6 年 12 月

ポント沢橋補修設計委託

実 豊 音 根 内 線

令 和 6 年 度
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側 面 図(R側)
S=1:80

平 面 図
箱 内 床 面 S=1:80

側 面 図(L側)
S=1:80橋梁名：ポント沢橋

上 部 工 補 修 図 (2)(主桁内面-1)
上 部 工 補 修 図 (2)

(主桁内面-1)

凡 例

遊離石灰

剥離・浮き

その他

注）漏水は伸縮装置からの漏水を含む

ひびわれ 幅0.20mm以上

〃 幅0.10mm以上0.20mm未満

〃 幅0.10mm未満

L側

R側

A1

A1

A1

A2

A2

A2

3 ひびわれ補修工

W=0.25 L=850
注入剤(エポキシ樹脂)

エフロレッセンス等の析出物

析出物除去工

電動工具等にて表面の析出物除去

S=1:30

A=5.81m2
2 析出物除去

A=5.81m2

4 析出物除去

A=5.81m2A=5.81m2

3 析出物除去

1 析出物除去

3
0
0

3
0
0

3
0
0

3
0
0

3
0
0

3
0
0

橋面防水工の効果検証として

天井入隅から30cm程度析出物を除去する

析出物除去の施工手順(参考)

事前調査

析出物の除去

析出物を伴うひびわれの状況を
確認し、施工範囲を決定する。

ワイヤーブラシ、電動サンダー等
を使用して析出物を除去する。

・・・

・・・

断 面 図

橋面防水工の効果検証として

天井入隅から30cm程度析出物を除去する

橋面防水工の効果検証として

天井入隅から30cm程度析出物を除去する

橋面防水工の効果検証として

天井入隅から30cm程度析出物を除去する

注 意 事 項

本図面は、現地踏査より復元した図面であり、一部推定値も含んでいる。１.

２.施工にあたっては再計測を実施し、既設構造寸法を確認すること。

３.析出物除去工は、析出部を対象とし、サンダーケレン等を用い表面の

析出物を除去する程度まで行うこと。

安全措置を講ずること。

箱桁内部の作業においては、防塵マスク・換気設備等の粉塵作業の予防

４.箱桁内部の酸素等の濃度を事前に確認し、十分な換気を行い、必要な

５.

を行うこと。



作成年月

縮 尺 図面番号

工 事 名

会 社 名

図 面 名

図 示

事業者名

株式会社 ムラコシ

網 走 市 役 所

路 線 名

年 度

令 和 6 年 12 月

ポント沢橋補修設計委託

実 豊 音 根 内 線

令 和 6 年 度

4 / 21

平 面 図
箱 内 天 井 面S=1:80

断 面 図
端 部 S=1:30

A 1 側

断 面 図
端 部 S=1:30

A 2 側

断 面 図
隔 壁 S=1:30

A 1 側

断 面 図
隔 壁 S=1:30

A 2 側

橋梁名：ポント沢橋

上 部 工 補 修 図 (3)(主桁内面-2)

5
R側 L側 R側

L側 R側 R側 L側

天端L側 天端R側 天端R側 天端L側

4 3 L側2 1 1 2 3 4 5

1 ひびわれ補修工

W=0.25 L=450
注入剤(エポキシ樹脂)

2 ひびわれ補修工

W=0.20 L=250
注入剤(エポキシ樹脂)

3 ひびわれ補修工

W=0.25 L=850
注入剤(エポキシ樹脂)

4 ひびわれ補修工

W=0.20 L=330
注入剤(エポキシ樹脂)

ひびわれ注入工 延長 数量表

番 号
ひびわれ幅(mm)・延長(m)

W=0.20 W=0.25 W=0.30
備 考

エポキシ樹脂
(自動式低圧注入)

1

2

0.853

4

計 0.58 1.30

※注入器は25cmに1本の割合を標準値とする。

0.25

0.45

0.33

L側

R側

A2A1

注 意 事 項

施工前に現地状況の確認・計測を実施し、詳細寸法などを決定すること。１.

囲の防寒養生を行うか、または使用材料の検討を行うこと。

２.施工時の外気温が５℃を下回る場合には、監督員と協議のうえ補修対象範

３.エポキシ樹脂は、接着性低下のため湿潤面での使用は避けること。

議のうえ適宜補修対象とすること。

また、図中に記載する以外のひびわれが確認された場合には、監督員と協

４.注入口は25cm間隔程度とし、ひびわれ注入材が拡散が重複するようにする。

また、ひびわれの状況に応じて間隔を狭めることを検討すること。

ひびわれ表面が折出物に塞がれている場合には、ひびわれに対して直角に

切れ目(クロスカット)を入れて充填しやすくする対策を行うこと。

５.注入はひびわれの下から上の順に注入することを基本とする。

６.

ひびわれ

シール材

注入パイプ

開 始

ひびわれ部の清掃

注入用パイプセット

ひびわれ調査

ひびわれ面シール

注 入

パイプ間隔確認

パイプ撤去

注入量の確認・養生

シール材撤去

終 了

シール材の養生

施 工 手 順

適用範囲：ひびわれ幅(W) W=0.2mm以上

ひびわれ

シール材

取付けパイプ

低圧注入器

エポキシ樹脂系注入材

低圧注入工法 標準詳細図

上 部 工 補 修 図 (3)

(主桁内面-2)

凡 例

遊離石灰

剥離・浮き

その他

注）漏水は伸縮装置からの漏水を含む

ひびわれ 幅0.20mm以上

〃 幅0.10mm以上0.20mm未満

〃 幅0.10mm未満



作成年月

縮 尺 図面番号

工 事 名

会 社 名

図 面 名

図 示

事業者名

株式会社 ムラコシ

網 走 市 役 所

路 線 名

年 度

橋梁名：ポント沢橋

令 和 6 年 12 月

ポント沢橋補修設計委託

実 豊 音 根 内 線

令 和 6 年 度
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下 部 工 補 修 図 (1)(A1)

下 部 工 補 修 図 (1)

(A1)

側 面 図 正 面 図
S=1:50上流側(R側)

側 面 図
下流側(L側)

平 面 図
S=1:50

S=1:50 S=1:50

L側R側

A
2

凡 例

遊離石灰

ひびわれ 幅0.20mm以上

〃 幅0.20mm未満

ひびわれを伴う遊離石灰

ひびわれ注入工 延長 数量表

番 号
ひびわれ幅(mm)・延長(m)

W=0.20 W=0.25 W=0.30
備 考

エポキシ樹脂
(自動式低圧注入)

1

2

ひびわれ

シール材

注入パイプ

開 始

ひびわれ部の清掃

注入用パイプセット

ひびわれ調査

ひびわれ面シール

注 入

パイプ間隔確認

パイプ撤去

注入量の確認・養生

シール材撤去

終 了

シール材の養生

施 工 手 順

適用範囲：ひびわれ幅(W) W=0.2mm以上

0.723

4

5

計 2.47 3.78

※注入器は25cmに1本の割合を標準値とする。

0.77

2.72

2.72

ひびわれ

シール材

取付けパイプ

低圧注入器

エポキシ樹脂系注入材

低圧注入工法 標準詳細図

※ 下部工のひびわれについては、幅0.2mm以上を補修対象とする。

1 ひびわれ補修工

W=0.25 L=810
注入剤(エポキシ樹脂)

2 ひびわれ補修工

W=0.20 L=770
注入剤(エポキシ樹脂)

4 ひびわれ補修工

W=0.20 L=980
注入剤(エポキシ樹脂)

3 ひびわれ補修工

W=0.20 L=720
注入剤(エポキシ樹脂)

6 ひびわれ補修工

W=0.25 L=2,970
注入剤(エポキシ樹脂)

5 ひびわれ補修工

W=0.30 L=2,720
注入剤(エポキシ樹脂)

5 ひびわれ補修工

W=0.30 L=2,720
注入剤(エポキシ樹脂)

6 2.97

注 意 事 項

施工前に現地状況の確認・計測を実施し、詳細寸法などを決定すること。１.

囲の防寒養生を行うか、または使用材料の検討を行うこと。

２.施工時の外気温が５℃を下回る場合には、監督員と協議のうえ補修対象範

３.エポキシ樹脂は、接着性低下のため湿潤面での使用は避けること。

議のうえ適宜補修対象とすること。

また、図中に記載する以外のひびわれが確認された場合には、監督員と協

４.注入口は25cm間隔程度とし、ひびわれ注入材が拡散が重複するようにする。

また、ひびわれの状況に応じて間隔を狭めることを検討すること。

ひびわれ表面が折出物に塞がれている場合には、ひびわれに対して直角に

切れ目(クロスカット)を入れて充填しやすくする対策を行うこと。

５.注入はひびわれの下から上の順に注入することを基本とする。

６.

0.81

0.98

80×300

2 析出物除去

120×470

1 析出物除去

エフロレッセンス等の析出物

析出物除去工

電動工具等にて表面の析出物除去

析出物除去の施工手順(参考)

事前調査

析出物の除去

析出物を伴うひびわれの状況を
確認し、施工範囲を決定する。

ワイヤーブラシ、電動サンダー等
を使用して析出物を除去する。

・・・

・・・

７.析出物除去工は、析出部を対象とし、サンダーケレン等を用い表面の

析出物を除去する程度まで行うこと。



作成年月

縮 尺 図面番号

工 事 名

会 社 名

図 面 名

図 示

事業者名

株式会社 ムラコシ

網 走 市 役 所

路 線 名

年 度

橋梁名：ポント沢橋

令 和 6 年 12 月

ポント沢橋補修設計委託

実 豊 音 根 内 線

令 和 6 年 度
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正 面 図
S=1:50

平 面 図
S=1:50

側 面 図 側 面 図
S=1:50 S=1:50下流側(L側) 上流側(R側)

L側 R側

A
1

下 部 工 補 修 図 (2)

(A2)

※ 下部工のひびわれについては、幅0.2mm以上を補修対象とする。

凡 例

遊離石灰

ひびわれ 幅0.20mm以上

〃 幅0.20mm未満

ひびわれを伴う遊離石灰

ひびわれ注入工 延長 数量表

番 号
ひびわれ幅(mm)・延長(m)

W=0.20 W=0.25 W=0.30
備 考

エポキシ樹脂
(自動式低圧注入)

1

2

ひびわれ

シール材

注入パイプ

開 始

ひびわれ部の清掃

注入用パイプセット

ひびわれ調査

ひびわれ面シール

注 入

パイプ間隔確認

パイプ撤去

注入量の確認・養生

シール材撤去

終 了

シール材の養生

施 工 手 順

適用範囲：ひびわれ幅(W) W=0.2mm以上

1.223

計 2.62 0.45

※注入器は25cmに1本の割合を標準値とする。

1.40

ひびわれ

シール材

取付けパイプ

低圧注入器

エポキシ樹脂系注入材

低圧注入工法 標準詳細図

注 意 事 項

施工前に現地状況の確認・計測を実施し、詳細寸法などを決定すること。１.

囲の防寒養生を行うか、または使用材料の検討を行うこと。

２.施工時の外気温が５℃を下回る場合には、監督員と協議のうえ補修対象範

３.エポキシ樹脂は、接着性低下のため湿潤面での使用は避けること。

議のうえ適宜補修対象とすること。

また、図中に記載する以外のひびわれが確認された場合には、監督員と協

４.注入口は25cm間隔程度とし、ひびわれ注入材が拡散が重複するようにする。

また、ひびわれの状況に応じて間隔を狭めることを検討すること。

ひびわれ表面が折出物に塞がれている場合には、ひびわれに対して直角に

切れ目(クロスカット)を入れて充填しやすくする対策を行うこと。

５.注入はひびわれの下から上の順に注入することを基本とする。

６.

0.45

2 ひびわれ補修工

W=0.20 L=1,400
注入剤(エポキシ樹脂)

1 ひびわれ補修工

W=0.25 L=450
注入剤(エポキシ樹脂)

3 ひびわれ補修工

W=0.20 L=1,220
注入剤(エポキシ樹脂)

1 ひびわれ補修工

W=0.25 L=450
注入剤(エポキシ樹脂)

下 部 工 補 修 図 (2)(A2)



桁 長 42800100 100

橋 長 43000

A1

M

A2

F

3
7
5
0

3
7
5
0

7
5
0
0

6
0
0

6
0
0

8
7
0
0

70
°

70
°

YHN-40型 100H

YHN-30型 100H

ジョイント取付時の気温

-10 0-20

0

10

-10縮

量

圧

初

Xmm

302010
℃

35

20

-20

-25

FIX
A2

MOV
A1

1
2
0

1
2
0

430

路面天端

500 94

路面天端

地覆天端

2
5
0

地覆天端

2
5
0

100

取壊し部取壊し部

橋台側 桁 側

※詳細寸法等は現地検測後決定とする。

6397982

9260

39913991

639

1
2
0

Ｌ側 Ｒ側

2
5
0

1
2
0

1
2
0

2
5
0

1
0
02
5
0

1
0
0

1
0
0

2
5
0

※()内は背面部を示す。

7982

9260

639

製品長 4150

アンカーバー間隔 20@200=3800
(アンカーバー間隔 19@200=3800)

250
(510)

100250
(310)

100アンカーバー間隔 19@200=3800
(アンカーバー間隔 20@200=4000)

製品長 4150

639

3991 3991619 20 61920

D13

619

カバープレート

シーリング材

SC-MS1

2
5
0 1
2
5

1
2
5

219 200200

※()内はA2部の寸法を示す。

200219200

619

桁 側

橋台側(
1
1
5
)

1
2
5
+
X

D13アンカーバー

7
0

20

20

70°

2
0
0

5
0

橋台側

桁 側

4
3
0

5
0
0

1
0
0

誘導板間隔
3@300=900

150 150 誘導板間隔 12@300=3600

補強鉄筋間隔 39@200=7800

誘導板間隔
3@300=900

150150誘導板間隔 12@300=3600

70°

Ｌ側 Ｒ側

E2 D16H1 誘導板E1D16

誘導板 D16 H1E2

伸 縮 装 置 図 (1)

作成年月

縮 尺 図面番号

工 事 名

会 社 名

図 面 名 伸 縮 装 置 図 (1)

図 示

事業者名

株式会社 ムラコシ

網 走 市 役 所

路 線 名

年 度

橋梁名：ポント沢橋

令 和 6 年 12 月

ポント沢橋補修設計委託

実 豊 音 根 内 線

令 和 6 年 度
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S=1:20

取り壊し横断面図

S=1:20

横 断 面 図

S=1:20

平 面 図

S=1:10

床版切欠き図

S=1:200

配 置 図

S=1:20

地覆部詳細図

初圧縮量表

YHN-40型 YHN-30型

補強鉄筋間隔 39@200=7800



5.地覆の重なり部はシーリングすること。

6.Ｘの値は初圧縮量表を参照する事。

4.補強鉄筋は全て現場手配とする。

1.H1鉄筋は橋台・床版切欠き後、打込むこと。

2.鉄筋の余長は切断すること。

3.補強鉄筋の接合部は全て現場溶接とする。

3.工事発注後は現橋を十分確認の上、数量等を精査の事。

1.施工関連諸寸法は、現地実測により決定する事。

2.既設伸縮装置撤去の際は、床版を取り壊さないようにする事。

弾性エポキシ系接着剤塗布

弾性エポキシ系接着剤塗布

止水装置

防水気密ゴム

弾性エポキシ系接着剤塗布

防水気密ゴム

止水装置

止水装置

防水気密ゴム防水気密ゴム

接続ボルト・ナット

防水気密ゴム

１次施工

１次施工 ２次施工

２次施工

※伸縮装置納入時は車道センターライン（橋梁中心）より一体化する。

（接続部の両側には止水装置が止水ゴム（伸縮ゴム）の下部に

取付けられている。また、地覆側の伸縮装置端部には

立上止水装置が取付けられていることに留意すること。）

1.止水装置の全面、および立上止水装置の側板外側に

弾性エポキシ系接着剤を塗布する。

2.接続ボルトを双方の止水装置が圧着するまで左右均等に締め付ける。

3.地覆伸縮装置を弾性エポキシ系接着剤を塗布した

端部立上止水装置の上から、挟み込む様に取付け、地覆部と

本体伸縮装置の接触面を点溶接した後、点溶接側の

隙間部分にエポキシ系接着剤を塗布する。

※詳細は、製品付属の「施工要領書」を参照の事。

余長は切断する事。
E1 E1

4150 4150

余長は切断する事。

H1 320本～D16×300

H1

3
0
0

16本～D16×4150E1

余長は切断する事。

適用 記号 断面 単尺 単重 １本当重量 員数 重量 備考

E1 φ D16 4150 1.560 6.474 16 103.6

E2 φ D16 170 1.560 0.265 160 42.4

H1 φ D16 300 －－－ －－－ 320 －－－ 差筋アンカー

総重量－－－ 146.0㎏

※上記、補強鉄筋は伸縮継手に含まない。現場手配とする。

160本～D16×170

E2

E2

170

7982×120×(430+500)×2ヶ所

(4150+619)×2×2ヶ所

9260×2ヶ所

超速硬コンクリート(車道部t=120)

取壊し(車道部t=120)

伸縮装置取付

既設伸縮装置撤去

合 計 ---

合 計 ---

3

7982×2本×2ヶ所切 断(車道部t=50)

〃 (地覆部t=50) 639×2本×4ヶ所

〃 (地覆部t=370) 639×370×(430+100)×4ヶ所

〃 (地覆部t=370)

3

3

31.93m

5.11m

37.04m

1.78m

0.50m

2.28m

18.52m

19.08m

合 計 ---

3

3

3

型式 単尺 本数 長さ 適用

YHN-40型 100H 4150 2 8300 A1車道部

〃 619 2 1238 A1地覆部

合 計－－－ 9m538

4150 8300 A2車道部

〃 619 A2地覆部

合 計－－－

2

2 1238

9m538

YHN-30型 100H

シーリング材 SC-MS1 200ml×4ヶ所 800ml 320ml/本 3本使用

誘 導 板 280×45×22t 68枚

重量(平均値)

39.2kg/m

39.0kg/m

※()内はA2部の寸法を示す。

※<>内は橋軸方向の寸法を示す。

誘導板 D19アンカーバー

1
0
0

1
2
0

超速硬コンクリート

切り欠き線

平滑に仕上げる

1
0
0

1
2
0

D16 E2

D16E2

D16E1

D16H1

D16 E1

D16 H1

<150> <150>8080

<280>

250

<150><130>

45

(115)

125+X

45 <280>

250

<150> <130>

超速硬コンクリート

500
橋台側

94 430
桁 側

型枠

6
0

1
2
0

1
2
0

6
0

7982×120×(430+500)×2ヶ所

639×370×(430+100)×4ヶ所

1.78m

0.50m

2.28m

伸 縮 装 置 図 (2)

作成年月

縮 尺 図面番号

工 事 名

会 社 名

図 面 名

図 示

事業者名

株式会社 ムラコシ

網 走 市 役 所

路 線 名

年 度

橋梁名：ポント沢橋

令 和 6 年 12 月

ポント沢橋補修設計委託

実 豊 音 根 内 線

令 和 6 年 度
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伸 縮 装 置 図 (2)

S=1:5

取付断面図

(YHN-30型 100H)

YHN-40型 100H

切り欠き線

平滑に仕上げる

補強鉄筋加工図

補強鉄筋材料表

工事仕様

伸縮装置材料表

工事数量表

注 意 事 項

伸縮装置の現場接続方法について
伸縮装置継手部



橋 長　43,000

7
,9
8
1

7
,9
8
1

床版排水パイプ 導水パイプ

70
°
00
′
00
.0
″

橋面防水工設置範囲　41,885

オ
ム
ニ
ナ
イ
川

既設排水桝

既設排水桝

舗装打換え工　t=70mm
内径φ20mm

導水パイプ
内径φ20mm

9,550 9,050

至

実 豊
A1

至

道道明生北浜線
A2

全
幅

員
 
8
,
7
0
0

6
0
0

有
効

幅
員

 
7
,
5
0
0

6
0
0

区画線再設置延長　62,700

床版排水パイプ

舗装打換え工(車道部)t=80mm舗装打換え工(橋面部)t=70mm

橋面防水工(塗膜系)

舗装打換え工(車道部)t=80mm
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7
5
7
0

7
0

2
5
0

7
0

2
5
0

2.00%2.00%

600 3,750 3,750 600

有効幅員　7,500

総 幅 員　8,700

橋面防水工(塗膜系) 導水パイプ　内径φ20mm導水パイプ　内径φ20mm

床版排水パイプ

フレキシブル管

床版排水パイプ

フレキシブル管

※注記
・本図面は、既往図書および現地計測を基に復元したものである。
・補修工事においては、事前に現地実測を行い再度構造寸法を確認のこと。
・詳細寸法は、現地確認後決定とする。
・排水桝寸法および位置は、事前に確認すること。

・橋面防水工は、基層の天端まで立ち上げること。
・目地材は、アスファルト系加熱注入目地材(高弾性)を標準とする。

・舗装厚は、現況に合わせること。
・舗装撤去時においては床版コンクリートの状態を確認し、補修の必要な
　場合は別途検討を行うこと。

・区画線の位置は橋梁前後との整合をとること。

既設排水桝 375

1
8
8

3
7
5

既設排水桝 375

3
0

4
0

7
0

車道部

50 163163

既設排水桝 375

2%
10%程度 3

0
4
0

7
0

94
遊間

430

橋台側 桁　側

伸縮装置

1
0
0

100 100

575

地
覆

車
道

部

地覆部 車道部地覆部

2%

3
0

4
0

7
0

100

基層　t=40mm

表層　t=30mm

3
0

4
0

7
0

車道部地覆部

2%

地
覆

車
道

部
φ70

φ44.6

導水パイプ
内径φ20mm 床板排水パイプ

基層　t=40mm

表層　t=30mm

基層　t=40mm

表層　t=30mm

基層　t=40mm

表層　t=30mm

基層　t=40mm

表層　t=30mm

注入目地材
W=30mm t=10mm

既設排水桝へ導入

1
0
%
程

度

アスファルト舗装擦り付け部

注入目地材
W=30mm t=10mm

W=30mm t=10mm

注入目地材
W=30mm t=10mm W=30mm t=10mm

導水パイプ
内径φ20mm

導水パイプ
内径φ20mm

導水パイプ
内径φ20mm

導水パイプ
内径φ20mm

導水パイプ
内径φ20mm

導水パイプ
内径φ20mm 橋面防水工

(塗膜系)

橋面防水工
(塗膜系)

橋面防水工
(塗膜系)

橋面防水工
(塗膜系)

床板排水パイプ

橋面防水工
(塗膜系)

注入目地材
W=30mm t=10mm

導水パイプ
内径φ20mm

防水層端部
基層まで立ち上げ

注入目地材

防水層端部
基層まで立ち上げ

アスファルト舗装 t=70mm
橋面防水工(塗膜系)

既設排水桝へ導入

防水層端部
基層まで立ち上げ

防水層端部
基層まで立ち上げ

注入目地材

防水層端部
基層まで立ち上げ

作成年月

縮　　尺 図面番号

工 事 名

会 社 名

図 面 名

図　示

事業者名

株式会社　ムラコシ

網　走　市　役　所

路 線 名

年　　度

橋梁名：ポント沢橋

令 和  6  年  12 月

ポント沢橋補修設計委託

実 豊 音 根 内 線

令　和　6　年　度

橋 面 防 水 工 図(1)

50
30

80
48

0
24

0

40
3
0

70
3
03

平　面　図 断　面　図

端部処理詳細図

一　般　部 既設排水桝部 伸縮装置部詳細図
A1・A2共通

床版排水パイプ部

舗装構成図

橋　面　部

車　道　部

S=1:150

橋 面 防 水 工 図 (1)

S=1:50

S=1:10 S=1:20

タックコート　　PKR-T

細密粒度ｷﾞｬｯﾌﾟｱｽｺﾝ
(ﾎﾟﾘﾏｰ改質ｱｽﾌｧﾙﾄⅡ型)　40mm

再生細粒度アスコン　t=30mm

再生細粒度アスコン　t=30mm

再生アス安定処理　　t=50mm

橋面防水工(塗膜系)

床 版

下層路盤

凍上抑制層



作成年月

縮 尺 図面番号

工 事 名

会 社 名

図 面 名 橋 面 防 水 工 図(2)

図 示

事業者名

株式会社 ムラコシ

網 走 市 役 所

路 線 名

年 度

橋梁名：ポント沢橋

令 和 6 年 12 月

ポント沢橋補修設計委託

実 豊 音 根 内 線

令 和 6 年 度
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橋 面 防 水 工 図 (2)

S=1:100

施 工 箇 所 図

※注記

・補修工事においては、事前に現地実測を行い再度構造寸法を確認のこと。
・本図面は、既往図書および現地計測を基に復元したものである。

・詳細寸法は、現地確認後決定とする。

Pレスアンカー
φ4×25mm

・排水桝寸法および位置は、事前に確認すること。

・事前調査の結果が工事遂行に影響を及ぼす懸念のある場合は、監督員と
協議のうえ最終決定すること。

・コア抜き前に鉄筋探査で床版鉄筋位置を確認し、鉄筋を切断しないよう
床版排水パイプ位置をずらすこと。

S=1:2

床版排水パイプ部材詳細図
(参 考 図)

流末処理

27.2

52.4

19.0

4
.
0

25.0

接続保護材

フレキシブル管

サドルバンド
20A用

S=1:2

固定金具詳細図

(N=4箇所)

S=1:20

断 面 図

2.00%

55

2
0
0

床版排水パイプ

3
1
0

固定金具

フレキシブル管
外径φ20mm(SUS304)
L=2.5m

至

実 豊
A1

至

道道明生北浜線
A2

全
幅

員
8
,
7
0
0

6
0
0

有
効

幅
員

7
,
5
0
0

6
0
0

床版排水パイプ

既設排水桝設置間隔 19,310 既設排水桝設置間隔 13,480 2,9607,050

6,925 既設排水桝設置間隔 16,320 既設排水桝設置間隔 16,530 3,025

橋 長 43,000

床版排水パイプ

床版排水パイプ

床版排水パイプ

9,655 9,655 6,740 6,740

8,160 8,160 8,265 8,265

2
.
0
%

2
.
0
%

5.056% 5.753%

数 量 表

床版排水パイプ本体

備 考名 称

床版厚 300～350用 SUS304 φ48.6mm

規格・寸法
数 量

1組

間詰材 無収縮モルタル 0.0003ｍ3

サドルバンド 20A用、Pレスアンカー含む 2組

かしめ加工 袋ナット、パッキン含む 1箇所

フレキシブル管 SUS304 外径φ20mm 2.5ｍ

4組

0.0012ｍ3

8組

4箇所

10.0ｍ

1箇所当り 4箇所当り

平 面 図

70

44.60

床
版

厚
3
1
0

70

48.60

44.60

3
5
0

透水フィルター

ガスケット

t=2mm
フランジ SUS

脱落防止材

床版下面処理材

無収縮モルタル
間詰材料

凍結対策材

φ48.6mm t=2mm
本体管 SUS

断 面 図

削孔径60

路 面

床版上面

床版下面

橋面防水

導水パイプ
内径φ20mm

導水パイプ
内径φ20mm



排 水 装 置 補 修 図

S=1:20

側 面 図

※注記

・施工にあたっては再計測を実施し、既設構造寸法を確認すること。
・本図面は、現地踏査より復元した図面であり、一部推定値も含んでいる。

作成年月

縮 尺 図面番号

工 事 名

会 社 名

図 面 名 排 水 装 置 補 修 図

図 示

事業者名

株式会社 ムラコシ

網 走 市 役 所

路 線 名

年 度

橋梁名：ポント沢橋

令 和 6 年 12 月

ポント沢橋補修設計委託

実 豊 音 根 内 線

令 和 6 年 度
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2
,
0
4
5

A

至

実 豊

S=1:100

位 置 図

A1 A2

オ
ム
ニ
ナ
イ
川

桁 長 42,800

橋 長 43,000

支 間 41,800

100 100

ボルト設置箇所
ボルト脱落(n=4)

ボルト設置箇所
ボルト脱落(n=4)

至

道道明生北浜線

S=1:5

A 部 詳 細 図

ボルト設置箇所
ボルト脱落(n=4)

・取替(新設)部材は、全て溶融亜鉛メッキ仕上を施す。

(旧HDZ35(350g/m2以上) …厚さ3mm以下の鋼材及びボルト・ナット類)
・再調査の結果、劣化状況が進行している場合は、発注者に確認のうえ再検討を行うこと。
・排水管の取付けは、桝側のボルト孔に新規ボルトを固定するため、既設タップボルトは

全て取り外す必要がある。

ボルト設置箇所
ボルト脱落(n=4)

・排水管延長は桁下から200mm以上確保すること。

排水装置 L1 排水装置 L2 排水装置 L3

排水装置 R1 排水装置 R2 排水装置 R3

3
0

φ139.8

ボルト設置
タップボルト M10
(再ねじ切り)

ボルト設置
タップボルト M10
(再ねじ切り)

φ125

4.5 4.5

φ139.8

10 10

φ125

φ139.8

3
5

3
5

7
0

ボルト設置
タップボルトM10
(再ねじ切り)

ボルト数量

4-TapBolt M10×25(1-SW)

ボルト数量

4-TapBolt M10×25(1-SW)

既設排水管取付ボルト設置

亜鉛皮膜の膜厚は JIS H 8641 により
HDZT49(膜厚49μm以上)…厚さ3mm以下の鋼材及びボルト・ナット類

既設ボルト撤去が困難な場合には、径孔の変更やボルト位置変更等による再ねじ切り
などを別途 監督員と協議を行うこと。



A1 A2

オ
ム
ニ
ナ
イ
川

※注記

工事実施時には洗掘状況が変化している可能性がある。
・本図面は、既存資料及び簡易測量により作成しているが、

作成年月

縮 尺 図面番号

工 事 名

会 社 名

図 面 名 法 面 補 修 工 図

図 示

事業者名

株式会社 ムラコシ

網 走 市 役 所

路 線 名

年 度

橋梁名：ポント沢橋

令 和 6 年 12 月

ポント沢橋補修設計委託

実 豊 音 根 内 線

令 和 6 年 度
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法 面 補 修 工 図

S=1:150

平 面 図

平 面 図

S=1:300

側 面 図

オ
ム

ニ
ナ

イ
川

大
型
土
の
う
吊
降
ろ
し

R1
9m

(ア
ウ
ト
リ
ガ

5.
0m
)

5
,
0
0
0

R1

洗 堀 部 断 面 図

L1

A= 5.9 m2

BA= 5.4 m2
BA= 1.5 m2

BA= 1.7 m2

L3

R3

至

実 豊

至

道道明生北浜線

1,100

1,100

1,500

1,500

5,470

5,640
2,
70
0

2,
17
0

3,
30
0

施工にあたっては再計測を実施し、現況寸法を確認すること。
・本図面の施工計画は参考図であり、これを指定するものではない。

現地状況・施工時期を勘案し、仮設計画を立案すること。

平
均
幅

W
=
2
.
6
0
m

平
均
幅

W
=
1
.
9
0
m

平
均
幅

W
=
1
.
1
0
m

平
均
幅

W
=
1
.
5
0
m

平
均
幅

W
=
1
.
4
0
m

法面洗掘
盛土＋張芝

L1

法面洗掘
盛土＋張芝

R1

法面洗掘
盛土＋張芝

L3

法面洗掘
盛土＋張芝

R3

ラフテレーンクレーン
25t吊

ラフテレーンクレーン
25t吊

土砂運搬
大型土のう

施 工 計 画 図

(参 考 図) S=1:100

法面洗掘
盛土＋張芝

L1

法面洗掘
盛土＋張芝

R1

法面洗掘
盛土＋張芝

L3

法面洗掘
盛土＋張芝

R3

土砂運搬
大型土のう

BA= 1.3 m2



至

実 豊

至

道道明生北浜線

仮 設 図

S=1:150

平 面 図

S=1:150

側 面 図

A1 A2

※注記

・施工にあたっては再計測を実施し、既設構造寸法を確認すること。
・本図面は、現地踏査より復元した図面であり、一部推定値も含んでいる。

作成年月

縮 尺 図面番号

工 事 名

会 社 名

図 面 名 仮 設 図(参考図)

図 示

事業者名

株式会社 ムラコシ

網 走 市 役 所

路 線 名

年 度

橋梁名：ポント沢橋

令 和 6 年 12 月

ポント沢橋補修設計委託

実 豊 音 根 内 線

令 和 6 年 度
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実豊音根内線

A1 A2

実 豊 道道明生北浜線

600 6007,500

8,700

S=1:50

断 面 図

オ
ム
ニ
ナ
イ
川

本体打ち込み式

4
,
0
0
0

1,2
00

1,2
00

2
,
0
0
0

単管足場
3
,
7
0
0

4
,
0
0
0

下部工補修用
兼箱桁内昇降足場

1,200

1,800

4
,
8
0
0

4
,
9
0
0

1,800 1,800

1,800 1,800

1
,
2
0
0

1
,
2
0
0

単管足場

伸縮装置補修用
単管足場

伸縮装置補修用

単管足場

伸縮装置補修用

単管足場
伸縮装置補修用

単管足場
伸縮装置補修用
A=7.60m2

単管足場
伸縮装置補修用
A=7.70m2

吊足場
排水管補修用

吊足場
床版排水パイプ設置用

吊足場
排水管補修用

吊足場
床版排水パイプ設置用

吊足場
排水管補修用

吊足場
床版排水パイプ設置用

吊足場
排水管補修用

吊足場

排水管補修用

吊足場
床版排水パイプ設置用

吊足場
排水管補修用

1
,
2
0
0

1
,
2
0
0

削孔径
18

削
孔

長
5
6

コンクリート
アンカーM12

吊り金具

吊りチェーン

S=1:5

足場用吊り金具詳細図
（参考図）

※コンクリートアンカーは1.8m間隔以下に配置
1箇所(1.8m)あたり 2本
10箇所×2本＝20本

800

ころばしおやご

安全ネット

足場板

吊りチェーン

アンカー M12
本体打ち込み式
アンカー M12

安全ネット

足場板

吊りチェーン

おやごころばし

800

1,850 8001,850800

昇降設備昇降設備

2
,
6
5
0

2
,
6
5
0

2
,
6
5
0

2
,
6
5
0

2
,
6
5
0

2
,
6
5
0

2
,
6
5
0

2
,
6
5
0

2
,
6
5
0

2
,
6
5
0

1,800 1,800 1,800 1,800 1,800

1,200

橋 長 43,000

1,800

・図に示す仮設工設備は参考であり、工事の際には適宜詳細を検討すること。

吊足場
排水管補修用

吊足場
床版排水パイプ設置用

吊足場

排水管補修用

吊足場

床版排水パイプ設置用

吊足場
排水管補修用

単管足場
下部工補修用
兼箱桁内昇降足場

単管足場
下部工補修用
兼箱桁内昇降足場

単管足場
下部工補修用
兼箱桁内昇降足場

(参 考 図)



作成年月

縮 尺 図面番号

工 事 名

会 社 名

図 面 名

図 示

事業者名

株式会社 ムラコシ

網 走 市 役 所

路 線 名

年 度

橋梁名：ポント沢橋

令 和 6 年 12 月

ポント沢橋補修設計委託

実 豊 音 根 内 線

令 和 6 年 度
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施 工 計 画 図(参考図)

施 工 計 画 図

(参 考 図)

※注記

・施工にあたっては再計測を実施し、既設構造寸法を確認の上、
補修寸法を決定すること。

・本図面は、現地踏査より復元した図面であり、一部推定値も含んでいる。

S=1:200

伸縮装置取替工

オ
ム
ニ
ナ
イ
川

工事車両

(1次施工 L側)

オ
ム
ニ
ナ
イ
川

工事車両

オ
ム
ニ
ナ
イ
川

工事車両

オ
ム
ニ
ナ
イ
川

至

実 豊
A1

至

道道明生北浜線
A2

工事車両

S=1:80

断 面 図

S=1:80

断 面 図

600 6005003,250
一般車両通行車線

3,750
作業帯

S=1:80

断 面 図

600 6005003,750
作業帯

3,250
一般車両通行車線

S=1:80

断 面 図

S=1:200

伸縮装置取替工
(2次施工 R側)

S=1:200

舗装打換え工・橋面防水工
(3次施工 L側)

S=1:200

舗装打換え工・橋面防水工
(4次施工 R側)

至

実 豊
A1

至

実 豊
A1

至

実 豊
A1

至

道道明生北浜線
A2

至

道道明生北浜線
A2

至

道道明生北浜線
A2

準備工

橋面防水工

後片付け

舗装切削・清掃

補修・素地調整工

下地処理・清掃

床版排水設置

既設伸縮装置撤去

伸縮継手工

新設伸縮装置設置

片側交通規制

片側交通規制

プライマー塗布

端 部 処 理

区画線設置

防水材塗布

600 6005003,250
一般車両通行車線

3,750
作業帯

600 6005003,750
作業帯

3,250
一般車両通行車線

伸縮装置取替

伸縮装置取替

・作業は交通誘導警備員を配置した片側交互通行を基本とし、
当日の作業終了後は速やかに交通解放を行うこと。

伸縮装置取替 伸縮装置取替

伸縮装置取替 伸縮装置取替

舗装打換え工
橋面防水工

舗装打換え工 舗装打換え工

舗装打換え工
橋面防水工

舗装打換え工 舗装打換え工

舗装打換え工
橋面防水工

舗装打換え工
橋面防水工

ドレーン設置

舗 装 工



至

実 豊

至

道道明生北浜線

橋 梁 一 般 図

S=1:150

平 面 図

S=1:150

側 面 図

PCポストテンション箱桁

設 計 条 件

第3種4級

逆Ｔ式橋台

Ａ活荷重(ＴＬ-25)

基 礎 鋼管杭基礎

A1 A2

※注記

・施工にあたっては再計測を実施し、既設構造寸法を確認すること。
・本図面は、現地踏査より復元した図面であり、一部推定値も含んでいる。

作成年月

縮 尺 図面番号

工 事 名

会 社 名

図 面 名 橋 梁 一 般 図

図 示

事業者名

株式会社 ムラコシ

網 走 市 役 所

路 線 名

年 度

橋梁名：ポント沢橋

令 和 6 年 12 月

ポント沢橋補修設計委託

実 豊 音 根 内 線

令 和 6 年 度
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道 路 区 分

上 部 構 造

下 部 構 造

活 荷 重

43.000 m橋 長

支 間 長

桁 長 42.800 m

41.800 m

総 幅 員 8.700 m

7.500 m有 効 幅 員

縦 断 勾 配

横 断 勾 配

－5.056% ＋5.753% VCI=10.809% VCL=80m

i = 2.00 %

雪 荷 重 100kgf/cm2

70 00' "0゚0斜 角

水 平 震 度 (躯体) kh=0.85×0.25=0.21

(土砂) kh=0.85×0.20=0.17

実豊音根内線

DL=25.00 DL=25.00

A1 A2

実 豊 道道明生北浜線

FM

8,500 橋 長 43,000 8,000

100 桁 長 42,800 100

支 間 41,800

L=40,000 i=-5.056% L=40,000 i=＋5.753%VCL=80.000m VCI=10.809%

全
幅

員
8
,
7
0
0

6
0
0

有
効

幅
員

7
,
5
0
0

6
0
0

70
°
00
′
00
.0
″

アスファルト舗装 t=70mm

調整コンクリート t=0～75mm

4002,100

1,700 150

2
0
0

200

1
,
7
5
0

2
0
0 2
5
0

2
,
2
0
0

2
0
0 2
5
01
4
5

700 1,800

5,000150 1,700

1
,
7
5
0

1
9
0

(
1
4
0
)

2
,
2
0
0

2
,
5
3
5
(
2
,
4
8
5
)

1
,
4
0
0

3
0
0

5
0
0

2
0
0

1
,
7
0
0

3
0
0

7
5
7
0

7
0

2
5
0

7
0

2
5
0

2.00%2.00%

600 3,750 3,750 600

7,500

8,700

S=1:50

断 面 図

オ
ム
ニ
ナ
イ
川

網走市

河川敷地
189-16

191-3

189-3

網走市

242-6

191-10

191-2

岩淵正栄

網走市

網走市243-4

岩淵正栄
近藤新治

243-1

萩田忠則

道路敷地 道路敷地

桁 長 42,800

橋 長 43,000

支 間 41,800

100 100

8,0008,500



主桁

ひびわれ L=210 W=0.10

主桁

ひびわれ L=190 W=0.10

主桁

ひびわれ L=210 W=0.10

地覆 写真249～252

鉄筋露出

主桁

ひびわれ L=730 W=0.10

主桁

ひびわれ L=240 W=0.10

主桁

ひびわれ L=750 W=0.15

主桁

ひびわれ L=400 W=0.15

主桁 写真024・025

ひびわれ L=1,200 W=0.15

主桁

ひびわれ L=800 W=0.10

主桁

ひびわれ L=560 W=0.10

主桁

ひびわれ L=230 W=0.15

主桁

ひびわれ L=730 W=0.10

主桁 写真022・023

剥離

主桁

ひびわれ L=330 W=0.10

主桁

ひびわれ L=510 W=0.10

主桁

ひびわれ L=350 W=0.10

主桁

ひびわれ L=820 W=0.10

主桁

ひびわれ L=280 W=0.10

主桁

ひびわれ L=670 W=0.15

主桁

ひびわれ L=520 W=0.10

主桁

ひびわれ L=700 W=0.15

主桁

ひびわれ L=560 W=0.15

主桁 写真030・031

ひびわれ L=950 W=0.15

主桁

ひびわれ L=400 W=0.15

主桁 写真028・029

ひびわれ L=1,300 W=0.20

主桁

ひびわれ L=710 W=0.10

主桁 写真026・027

ひびわれ L=900 W=0.15

主桁

ひびわれ L=600 W=0.15

主桁

ひびわれ L=1,000 W=0.10

主桁

ひびわれ L=430 W=0.10

主桁 写真032～034

ひびわれ L=350 W=0.30

主桁

ひびわれ L=220 W=0.10

主桁 写真035～037

ひびわれ L=610 W=0.20

主桁

ひびわれ L=480 W=0.10

主桁

ひびわれ L=280 W=0.10

主桁

ひびわれ L=340 W=0.10

主桁

ひびわれ L=510 W=0.10

主桁

ひびわれ L=320 W=0.15

主桁

ひびわれ L=250 W=0.15

主桁

ひびわれ L=1,060 W=0.10

主桁 写真038・043・044

ひびわれ L=390 W=0.30

主桁 写真038・041・042

ひびわれ L=270 W=0.20

主桁

ひびわれ L=190 W=0.10

主桁 写真038～040

ひびわれ L=240 W=0.25

主桁

ひびわれ L=670 W=0.15

主桁

ひびわれ L=290 W=0.10

主桁

ひびわれ L=370 W=0.10

主桁

ひびわれ L=210 W=0.10

主桁 写真017～019

ひびわれ L=680 W=0.15

主桁

ひびわれ L=500 W=0.10

主桁

ひびわれ L=190 W=0.10

主桁

ひびわれ L=310 W=0.10

主桁 写真017・020・021

ひびわれ L=230 W=0.15
主桁 写真011・015・016

ひびわれ L=380 W=0.25

主桁 写真011～013

ひびわれ L=310 W=0.30

主桁

ひびわれ L=150 W=0.10

主桁 写真011・012・014

ひびわれ L=620 W=0.20

主桁

ひびわれ L=1,230 W=0.15

主桁

ひびわれ L=200 W=0.10

主桁

ひびわれ L=500 W=0.15

主桁

ひびわれ L=790 W=0.10

A1 A2

A1

A1

A2

A2

作成年月

縮 尺 図面番号

工 事 名

会 社 名

図 面 名

図 示

事業者名

株式会社 ムラコシ

網 走 市 役 所

路 線 名

年 度

橋梁名：ポント沢橋

令 和 6 年 12 月

ポント沢橋補修設計委託

実 豊 音 根 内 線

令 和 6 年 度
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損 傷 図 (1)(上部工)(主桁外面)

※注記

・施工にあたっては再計測を実施し、既設構造寸法を確認すること。
・本図面は、現地踏査より復元した図面であり、一部推定値も含んでいる。

損 傷 図 (1)

(上 部 工)
(主桁外面)

側 面 図(L側)
下 流 側 S=1:60

平 面 図
床 版 下 面 S=1:60

側 面 図(R側)
上 流 側 S=1:60

排水装置 写真258～261

欠損・変形(ボルト破断)

排水装置 写真269～275

欠損・変形(ボルト破断)

排水装置 写真280～283

欠損・変形(ボルト破断)

排水装置 写真294～297

欠損・変形(ボルト破断)

凡 例

遊離石灰

剥離・鉄筋露出

剥離・浮き

漏水・漏水等による変色

腐食

その他

注）漏水は伸縮装置からの漏水を含む

ひびわれ 幅0.20mm以上

〃 幅0.10mm以上0.20mm未満

欠損・変形

塗装劣化

ひびわれを伴う遊離石灰

舗装ひびわれ

〃 幅0.10mm未満

伸縮装置 写真215～217

漏水

伸縮装置 写真215・217

漏水

伸縮装置 写真228・229・231

漏水

伸縮装置 写真228・229・230

漏水

伸縮装置 写真234・236

漏水

伸縮装置 写真234・236

漏水



損 傷 図 (2)

(上 部 工)

作成年月

縮 尺 図面番号

工 事 名

会 社 名

図 面 名

図 示

事業者名

株式会社 ムラコシ

網 走 市 役 所

路 線 名

年 度

令 和 6 年 12 月

ポント沢橋補修設計委託

実 豊 音 根 内 線

令 和 6 年 度
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側 面 図(R側)
S=1:60

平 面 図
箱 内 床 面 S=1:60

側 面 図(L側)
S=1:60

(主桁内面-1)

※注記

・施工にあたっては再計測を実施し、既設構造寸法を確認すること。
・本図面は、現地踏査より復元した図面であり、一部推定値も含んでいる。

A1 A2

A1

A1

A2

A2

橋梁名：ポント沢橋

損 傷 図 (2)(上部工)(主桁内面-1)

L側

R側

凡 例

遊離石灰

剥離・鉄筋露出

ひびわれ 幅0.20mm以上

〃 幅0.10mm以上0.20mm未満

ひびわれを伴う遊離石灰

舗装ひびわれ

〃 幅0.10mm未満

剥離・浮き

腐食

漏水・漏水等による変色

欠損・変形

遊離石灰

主桁 写真107主桁 写真104

遊離石灰 遊離石灰 遊離石灰

主桁 写真108主桁 写真101・102

遊離石灰

その他

注）漏水は伸縮装置からの漏水を含む

塗装劣化

主桁 主桁

ひびわれ L=710 W=0.10

主桁 写真055・056

主桁 写真047・048

ひびわれ L=570 W=0.10

ひびわれ L=320 W=0.10

主桁

主桁 写真051・052

ひびわれ L=630 W=0.10

主桁

主桁 写真083・084

主桁 写真061・062

ひびわれ L=850 W=0.25

主桁

ひびわれ L=550 W=0.10

ひびわれ L=1,220 W=0.10

ひびわれ L=600 W=0.10

ひびわれ L=550 W=0.10

主桁

ひびわれ L=990 W=0.10

ひびわれ L=410 W=0.10

主桁

ひびわれ L=300 W=0.10

ひびわれ L=590 W=0.10

ひびわれ L=370 W=0.15

主桁

主桁 写真053・054

主桁 写真049・050

主桁 写真106

遊離石灰 遊離石灰

ひびわれ L=840 W=0.10

主桁

主桁

主桁 写真059・060

ひびわれ L=620 W=0.10

遊離石灰

主桁 写真057・058

主桁 写真089・090

主桁

ひびわれ L=360 W=0.15

ひびわれ L=880 W=0.15

主桁 写真091

遊離石灰

ひびわれ L=700 W=0.10 ひびわれ L=700 W=0.10

遊離石灰 遊離石灰

主桁 写真094主桁 写真093 主桁 写真095

遊離石灰 遊離石灰

遊離石灰

主桁 写真092

主桁 写真099・100 主桁 写真105

主桁 写真097

遊離石灰

遊離石灰

主桁 写真096

主桁 写真103

主桁 写真098

遊離石灰



作成年月

縮 尺 図面番号

工 事 名

会 社 名

図 面 名

図 示

事業者名

株式会社 ムラコシ

網 走 市 役 所

路 線 名

年 度

令 和 6 年 12 月

ポント沢橋補修設計委託

実 豊 音 根 内 線

令 和 6 年 度
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平 面 図
箱 内 天 井 面S=1:60

損 傷 図 (3)

(上 部 工)
(主桁内面-2)

A1 A2

断 面 図
端 部 S=1:30

A 1 側

断 面 図
端 部 S=1:30

A 2 側

断 面 図
隔 壁 S=1:30

A 1 側

断 面 図
隔 壁 S=1:30

A 2 側

※注記

・施工にあたっては再計測を実施し、既設構造寸法を確認すること。
・本図面は、現地踏査より復元した図面であり、一部推定値も含んでいる。

橋梁名：ポント沢橋

損 傷 図 (3)(上部工)(主桁内面-2)

5
R側 L側 R側

L側 R側 R側 L側

天端L側 天端R側 天端R側 天端L側

L側

R側

横桁 写真087・088

ひびわれ L=550 W=0.10

横桁 写真083・084

ひびわれ L=850 W=0.25

横桁 写真085・086

ひびわれ L=330 W=0.20

横桁

ひびわれ L=690 W=0.15

横桁

ひびわれ L=280 W=0.15

横桁

ひびわれ L=320 W=0.10

横桁 写真066・067

ひびわれ L=250 W=0.20

横桁

ひびわれ L=500 W=0.10

横桁

ひびわれ L=400 W=0.10

横桁

ひびわれ L=580 W=0.15

横桁 写真068・069

ひびわれ L=400 W=0.10

横桁

ひびわれ L=480 W=0.15

横桁 写真070・071

ひびわれ L=450 W=0.25

横桁

ひびわれ L=350 W=0.15

横桁

ひびわれ L=370 W=0.15

主桁 写真073・074

ひびわれ L=480 W=0.15

主桁 写真075・076

ひびわれ L=240 W=0.15

主桁 写真078・079

ひびわれ L=80 W=0.15

主桁 写真080・081

ひびわれ L=400 W=0.10

主桁 写真075・076

ひびわれ L=240 W=0.15

落橋防止装置 写真347～351

定着部の異常(腐食)

横桁

ひびわれ L=280 W=0.15

落橋防止装置 写真354～358

定着部の異常(腐食)

落橋防止装置 写真367～372

定着部の異常(腐食)

落橋防止装置 写真361～366

定着部の異常(腐食)

上床版開口部後埋め部 写真063 上床版開口部後埋め部 写真064

4 3 L側2 1 1 2 3 4 5

凡 例

遊離石灰

剥離・鉄筋露出

剥離・浮き

漏水・漏水等による変色

腐食

その他

注）漏水は伸縮装置からの漏水を含む

ひびわれ 幅0.20mm以上

〃 幅0.10mm以上0.20mm未満

欠損・変形

塗装劣化

ひびわれを伴う遊離石灰

舗装ひびわれ

〃 幅0.10mm未満



作成年月

縮 尺 図面番号

工 事 名

会 社 名

図 面 名

図 示

事業者名

株式会社 ムラコシ

網 走 市 役 所

路 線 名

年 度

令 和 6 年 12 月

ポント沢橋補修設計委託

実 豊 音 根 内 線

令 和 6 年 度
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損 傷 図 (4)

(上 部 工)

平 面 図
S=1:80

(橋 面 部)

損 傷 図 (4)(上部工)(橋面部)

舗装 写真320・321

ひびわれ W=5.0

舗装 写真314・315

ひびわれ W=5.0

舗装 写真312・313

ひびわれ W=9.0

舗装 写真316・317

ひびわれ W=5.0

舗装 写真318・319

ひびわれ W=15.0

舗装 写真322・323

ひびわれ W=10.0

舗装 写真330・331

ひびわれ W=5.0

舗装 写真324・325

ひびわれ W=15.0

舗装 写真326・327

ひびわれ W=7.0

舗装 写真328・329

ひびわれ W=15.0

舗装 写真332・333

ひびわれ W=10.0

A1 A2

R1 R2 R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9 R10 R11 R12 R13 R14 R15 R16 R17 R18 R19 R20 R21 R22 R23 R24 R25 R26 R27 R28 R29 R30 R31

側 面 図(R側)
上 流 側 S=1:80

L1 L2 L3 L4 L5 L6 L7 L8 L9 L10 L11 L12 L13 L14 L15 L16 L17 L18 L19 L20 L21 L22 L23 L24 L25 L26 L27 L28 L29 L30 L31

側 面 図(L側)
下 流 側 S=1:80

橋梁名：ポント沢橋

※注記

・施工にあたっては再計測を実施し、既設構造寸法を確認すること。
・本図面は、現地踏査より復元した図面であり、一部推定値も含んでいる。

A1

A1

A2

A2

L1 L2 L3 L4 L5 L6 L7 L8 L9 L10 L11 L12 L13 L14 L15 L16 L17 L18 L19 L20 L21 L22 L23 L24 L25 L26 L27 L28 L29 L30 L31

R1R2R3R4R5R6R7R8R9R10R11R12R13R14R15R16R17R18R19R20R21R22R23R24R25R26R27R28R29R30R31

防護柵 写真239・240

変形

伸縮装置 写真203～208

欠損
漏水

伸縮装置 写真221～224

欠損
漏水

伸縮装置 写真225～227

欠損
漏水

伸縮装置 写真209～212

欠損
漏水

地覆 写真244

欠損
150×100×100

地覆 写真245

欠損
400×200

地覆 写真244

欠損
150×100×100

地覆 写真247・248

欠損
300×150

地覆 写真253・255

欠損
150×200×100
300×100

地覆 写真254・255

欠損
350×100

排水装置 写真265・267・268

変形

伸縮装置 写真203～208

欠損
漏水

伸縮装置 写真221～224

欠損
漏水

伸縮装置 写真209～212

欠損
漏水

伸縮装置 写真225～227

欠損
漏水

舗装 写真336～338

ひびわれ

舗装 写真311

ひびわれ

舗装 写真310

ひびわれ

舗装 写真334

ひびわれ

舗装 写真335

ひびわれ

舗装 写真309

ひびわれ

凡 例

遊離石灰

剥離・鉄筋露出

剥離・浮き

漏水・漏水等による変色

腐食

その他

注）漏水は伸縮装置からの漏水を含む

ひびわれ 幅0.20mm以上

〃 幅0.10mm以上0.20mm未満

欠損・変形

塗装劣化

ひびわれを伴う遊離石灰

舗装ひびわれ

〃 幅0.10mm未満



※注記

・施工にあたっては再計測を実施し、既設構造寸法を確認すること。
・本図面は、現地踏査より復元した図面であり、一部推定値も含んでいる。

作成年月

縮 尺 図面番号

工 事 名

会 社 名

図 面 名

図 示

事業者名

株式会社 ムラコシ

網 走 市 役 所

路 線 名

年 度

橋梁名：ポント沢橋

令 和 6 年 12 月

ポント沢橋補修設計委託

実 豊 音 根 内 線

令 和 6 年 度
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損 傷 図 (5)(下部工)(A1)

損 傷 図 (5)

(下 部 工)
(A1)

側 面 図 正 面 図
S=1:50上流側(R側)

側 面 図
下流側(L側)

平 面 図
S=1:50

S=1:50 S=1:50

A
2

下部工 写真141・142

ひびわれ L=260 W=0.10

下部工 写真133・134

ひびわれ L=400 W=0.10

下部工 写真137・138

ひびわれ L=770 W=0.20

下部工 写真135・136

ひびわれ L=430 W=0.15下部工 写真139・140

ひびわれ L=930 W=0.10

下部工 写真147・148

ひびわれ L=810 W=0.25

下部工 写真143・144

遊離石灰 30×260

下部工 写真145・146

遊離石灰 30×330

下部工 写真113・114

遊離石灰 80×300

下部工 写真115・116

ひびわれ L=980 W=0.20

下部工 写真117・118

ひびわれ L=720 W=0.20

下部工 写真129・130

ひびわれ L=2,450 W=0.30
下部工 写真124・125

ひびわれ L=2,970 W=0.25

下部工 写真119

遊離石灰

伸縮装置

漏水

伸縮装置

漏水

下部工 写真126

遊離石灰 80×300

下部工 写真122・123

ひびわれ L=450 W=0.15

下部工 写真131・132

ひびわれ L=270 W=0.20

伸縮装置

漏水

下部工 写真127・128

ひびわれ L=300 W=0.10

下部工 写真120・121

ひびわれ L=480 W=0.15

下部工 写真149

遊離石灰 30×330

下部工 写真112

遊離石灰 L=770

伸縮装置 写真213・214

漏水

伸縮装置 写真215

漏水

伸縮装置 写真215

漏水

伸縮装置

漏水
伸縮装置

漏水

凡 例

遊離石灰

剥離・鉄筋露出

剥離・浮き

漏水・漏水等による変色

腐食

その他

注）漏水は伸縮装置からの漏水を含む

ひびわれ 幅0.20mm以上

〃 幅0.10mm以上0.20mm未満

欠損・変形

塗装劣化

ひびわれを伴う遊離石灰

舗装ひびわれ

〃 幅0.10mm未満

平 面 図
S=1:150

R側 L側

R側 L側

(桁下部)

法面(排水装置) 写真290・291

洗堀

法面(排水装置) 写真262～264

洗堀

A1



※注記

・施工にあたっては再計測を実施し、既設構造寸法を確認すること。
・本図面は、現地踏査より復元した図面であり、一部推定値も含んでいる。

作成年月

縮 尺 図面番号

工 事 名

会 社 名

図 面 名

図 示

事業者名

株式会社 ムラコシ

網 走 市 役 所

路 線 名

年 度

橋梁名：ポント沢橋

令 和 6 年 12 月

ポント沢橋補修設計委託

実 豊 音 根 内 線

令 和 6 年 度
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損 傷 図 (6)

(下 部 工)
(A2)

正 面 図
S=1:50

側 面 図 側 面 図
S=1:50 S=1:50下流側(L側) 上流側(R側)

L側 R側

A
1

下部工 写真157・158

ひびわれ L=290 W=0.15

下部工 写真159・160

ひびわれ L=360 W=0.15

下部工 写真161・162

ひびわれ L=810 W=0.15

下部工 写真153～155

ひびわれ L=700 W=0.15

下部工 写真153・156

遊離石灰 L=520 下部工 写真175～181

遊離石灰 L=1,120

下部工 写真170・173・174

ひびわれ L=200 W=0.25

下部工 写真170～172

ひびわれ L=250 W=0.25

下部工 写真168・169

ひびわれ L=1,220 W=0.20

下部工 写真187・188

ひびわれ L=750 W=0.15

下部工 写真182・185・186

ひびわれ L=1,000 W=0.15

下部工 写真182～184

ひびわれ L=1,400 W=0.20

下部工 写真163・166・167

ひびわれ L=320 W=0.15

下部工 写真163～165

ひびわれ L=300 W=0.15

損 傷 図 (6)(下部工)(A2)

下部工 写真189・190

ひびわれ L=1,050 W=0.15

伸縮装置 写真234

漏水

伸縮装置 写真232

漏水

伸縮装置 写真228～230

漏水
伸縮装置 写真233～235

漏水

伸縮装置 写真233

漏水

凡 例

遊離石灰

剥離・鉄筋露出

剥離・浮き

漏水・漏水等による変色

腐食

その他

注）漏水は伸縮装置からの漏水を含む

ひびわれ 幅0.20mm以上

〃 幅0.10mm以上0.20mm未満

欠損・変形

塗装劣化

ひびわれを伴う遊離石灰

舗装ひびわれ

〃 幅0.10mm未満

L側 R側

法面(排水装置) 写真284・285

洗堀

法面(排水装置)

洗堀
法面(排水装置) 写真304

洗堀

A2

平 面 図
S=1:150(桁下部)

平 面 図
S=1:50


	01_補修一般図
	02_上部工補修図(1)(主桁外面)
	03_上部工補修図(2)(主桁内面-1)
	04_上部工補修図(3)(主桁内面-2)
	05_下部工補修図(1)(A1)
	06_下部工補修図(2)(A2)
	07_伸縮装置図(1)
	08_伸縮装置図(2)
	10_橋面防水工図(2)
	11_排水装置補修図
	12_法面補修工図
	13_仮設図(参考図)
	14_施工計画図(参考図)
	15_橋梁一般図
	16_損傷図(1)(上部工)(主桁外面)
	17_損傷図(2)(上部工)(主桁内面-1)
	18_損傷図(3)(上部工)(主桁内面-2)
	19_損傷図(4)(上部工)(橋面部)
	20_損傷図(5)(下部工)(A1)
	21_損傷図(6)(下部工)(A2)

